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 京都大学特定認定再生医療等委員会 議事録概要  

（平成 27 年度 第 1 回） 

 

日 時 平成 27 年 7 月 13 日（月）15 時 00 分から 16 時 15 分 

場 所 医学部 G 棟 3 階 演習室 

 

  氏 名 性別 
法人の

内外 
属性 出欠 

認定委員会設置者

との利害関係 

委員長 小杉 眞司 男 内 ① 出 有 

委員 中川 一路 男 内 ④ 欠 有 

田村 恵子 女 内 ⑥ 出 有 

山田 亮 男 内 ⑦ 出 有 

黒田 知宏 男 内 ⑦ 欠 有 

富樫 かおり 女 内 ③ 欠 有 

吉村 長久 男 内 ③ 出 有 

柳田 素子 女 内 ② 出 有 

浅井 篤 男 外 ⑥ 出 無 

浅野 有紀 女 外 ⑤ 出 無 

伏木 信次 男 外 ① 出 無 

山﨑 康仕 男 外 ⑤ 出 無 

北岡 千はる 女 外 ⑧ 欠 無 

豊田 久美子 女 外 ⑧ 出 無 

奈倉 道隆 男 外 ⑧ 出 無 

山口 育子 女 外 ⑧ 欠 無 

川本 篤彦 男 外 ② 出 無 

松山 知弘 男 外 ② 出 無 

佐藤 元信 男 外 ④ 出 無 

属性（号）       
① 分子生物学、細胞生物学、遺伝学、臨床薬理学又は病理学の専門家 
② 再生医療等について十分な科学的知見及び医療上の識見を有する者 
③ 臨床医(現に診療に従事している医師又は歯科医師をいう。以下同じ。) 
④ 細胞培養加工に関する識見を有する者 
⑤ 法律に関する専門家 
⑥ 生命倫理に関する識見を有する者 
⑦ 生物統計その他の臨床研究に関する識見を有する者 
⑧ 第一号から前号までに挙げる者以外の一般の立場の者 

 
 陪 席 

特定認定再生医療等委員会事務局 講師 倉田 真由美 
特定認定再生医療等委員会事務局 助教 戸田 聡一郎 
特定認定再生医療等委員会事務局 研究員 大守 伊織 
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特定認定再生医療等委員会事務局 研究員 岩江 荘介 
特定認定再生医療等委員会事務局 6 名 
 

委員長から委員 19 名の内 14 名の委員が出席したこと、「京都大学特定認定再生医療

等委員会規程」第 7 条の開催要件を満たしていることにより委員会が成立したとの報

告が行われた。 
 
議題 
1．委員の紹介          
 
2. 特定認定再生医療等委員会規程 
  
3. 委員長・副委員長の選出 
 
4. 特定認定再生医療等委員会標準作業手順書（SOP）の説明、確認 
  4-1.  標準業務規定 
  4-2.  委員への教育・研修 
  4-3.  会議録の作成 
  4-4.  苦情問い合わせ 

 
5. 委員に対する教育・研修 
   5-1.  特定認定再生医療等委員会の責務と役割について 
   5-2.  再生医療における安全面の確保について 
 
概要 
1． 委員の紹介 

各委員が自己紹介を行った。 
 

2. 特定認定再生医療等委員会規程 
 小杉眞司委員より、「京都大学特定認定再生医療等委員会規程」の説明が行わ

れた。まず、次項の委員長の選出に関する第 6 条について説明があった。 
 委員長の選出後、主に技術専門委員（第 5 条）、秘密の保持（第 11 条）等につ

いて、説明が行われた。 
  
3. 委員長・副委員長の選出 
  委員長の選出が行われた。小杉眞司委員が推薦され、委員長に選出された。 
 
4. 特定認定再生医療等委員会標準作業手順書（SOP）の説明、確認 
  以下の手順書について、説明、確認が行われ、特に異議は無く、承認された。 
  4-1.  標準業務規定 
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  4-2.  委員への教育・研修 
  4-3.  会議録の作成 
  4-4.  苦情問い合わせ 
 
5. 委員に対する教育・研修 
  5-1.  特定認定再生医療等委員会の責務と役割について 

委員長より、委員に対する教育・研修として、以下の説明が行われた。 
・再生医療等安全性確保法成立の経緯 
・同法の法体系、制度枠組み、概要 
・リスクに応じた再生医療等安全性確保法の手続き・手続きのイメージ 
・特定認定再生医療等委員会業務 
・倫理的観点 
・審査書類 
・本省への報告義務・意見書の作成 

 
  5-2.  再生医療における安全面の確保について 

臨床研究総合センターの南学講師より、委員に対する教育・研修として、以

下の説明が行われた。 
・安全性確保のための視点 
・報告の義務 
・厚生科学審議会 再生医療等評価部会について 

 
 
16 時 15 分閉会 


